
 
 

私たちは、2歳児～小学6年生を対象にスポーツを中心に据えた教育プログラムを展開している教育コ

ミュニティです。スポーツを通して日常生活の体験を楽しみ、成功体験からの喜びによって自ら進ん
で何事にも取り組む子どもを育てることを教育方針としています。 
２歳児～5歳児のスポーツ幼児園分野と希望者にはクラブ活動分野として体操・水泳・サッカーなど
のプログラム、また最大21時までの預かり保育（学童クラブ）も実施しています。 
150人以上が入れる広いスペース、アリーナ、人工芝のフットサルコートがあり、地域No.1の充実し

た施設をもっています。幼児園を卒業した小学生もクラブ活動で専門的なスポーツ指導を受けること
ができ、放課後や長期休みにも学童クラブを利用できるなど継続的なサービスを展開しています。 

また地域密着型の教育コミュニティをめざし、園の近くの企業農園を利用した農業体験や食育カリ
キュラムを取り入れています。 

保護者向けサービスの一環として、保護者専用のサイトを準備しリアルタイムで子どもたちの情報を
共有し保護者と連動した教育サービスを実施しています。幼児期に様々な効果をもたらすスポーツを
通じて「自ら考えて行動できる、素直な心と思いやりのある、チャレンジ精神を持ち最後まで頑張る、
明るくて元気で丈夫な体をもった子ども」を育てたいと思っています。 
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現在中川園では、2歳児を6名、3-5歳児を5名の計11名をお預かりしています。(2013年10月7日時点 ) 

園児達は保育プログラムと運動プログラムを通してのびのびと活動しており、保育士とスポーツイン
ストラクターが相互に指導しています。思考力や判断力など脳の発達にも大きな役割を果たす「ス
ポーツ」を通してこども達を大きく成長させたい。それが私たちの想いです。 

課題としては、地域住民の方の園に対する認知度が低く園の存在が知られていないこと。地域の方に
信用・信頼される園になり、2-3年後には教室が園児で埋まるくらいの活気あふれる園になることを

目指しています。提携している企業様や三幸学園の幅広い事業を活かし産学連携プログラムも進めて
いきたいと考えています。広報活動として、近隣地域へポスティングを実施。2週間の無料体験保育
や月に2回説明会を実施しており、毎月入園者を募集しています。また、夏祭りや体操合宿など50名
以上集まるイベントを中川園内で開催しています。しかし、1回の参加で実際に入園に繋がるケース
は多くありません。 

この地域はベッドタウンで競合する幼稚園や同じ無認可で、英語やスポーツに力をいれている特長の
ある保育施設が多くあります。ただし、募集対象となる園児の数は多く、教育熱がある保護者が多い
のも事実です。キッズ大陸の魅力をきちんと届けられれば必ず活気ある園になるはずです。 
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こんにちは。キッズ大陸よこはま中川園の施設長を務める大川です。
まだまだ生まれたばかりの新規のブランドの為、これからの可能性は
無限大です。現状の課題に対して、皆さんから発想豊かな提案がされ
る事を、メンバー全員で期待しています。どうぞ宜しくお願いします。 
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